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　１月に政府高官の差別発言が大きな問題となりました。
性的指向を理由に、当事者の人権は否定され、性的少
数者や同性カップルの方だけでなく、私たちの多くが大
変悲しく悔しい思いをしました。性的少数者や同性婚をめ
ぐる、この不適切な発言は、決して許されるものではあり
ません。残念ながら、この発言からも明らかなように、日
常生活や学校、職場、就職の面接など、様々な場面で
差別や偏見にさらされる方がいるという現実があります。
　現在、ここのえ緑陽中学校では、ジェンダーレスへの
取組として、女子の夏・冬服でスカートとワイドパンツを
選択できるようにしています。また、男女ともに上着の着
替え用としてポロシャツ（男女同じデザイン）の着用もで
きます。女子のワイドパンツについては、学校が着用に
関しての要望を在校生や入学予定の児童から聞き取りを
行いました。関係者と協議を重ね、検討から１年という

学校でのLGBTQ＋への取組について

人権

No.319

短い期間での導入を実現しました。これは、制服の機
能や既存のデザインとの整合性という視点だけでなく、
ジェンダーレス化を推進する学校としての強い熱意が
あったからです。ワイドパンツ、ポロシャツともに好評で、
これからも着用する生徒の増加が予想されます。
　また、ここのえ緑陽中学校と飯田小学校では、毎年
２月に「ピンクシャツデー」の取組が行われています。
ピンクシャツデーとは、カナダで始まったいじめ反対運
動のことです。ある日、ピンクのシャツを着て登校し
た少年が、周りから「ゲイだ」と言われいじめられま
した。それを聞いた学校の先輩が５０枚のピンクのシャ
ツを購入し、「明日、一緒に着よう」と呼びかけました。
この呼びかけに多くの生徒が賛同し、次第にいじめは
なくなったそうです。学校でのピンクシャツデーの取組
みは、今から７年前、七夕飾りに悪口を書いた落書き
が中学校で見つかったことがきっかけになりました。事
の重大さに当時の生徒会と教員が立ち上がり、ピンク
シャツデーの取組が始まりました。差別や偏見を他人
ごとではなく、自分のこととして考えるために、今でも
この活動を続けています。
　学校ではこのような活動を通し、差別や偏見の壁を
乗り越える取組をしています。私たちのまわりには、ア
イデンティティを拒絶されることを恐れ、カミングアウト
できずに生き辛さを抱いている方がいるかもしれませ
ん。すべてのひとが、笑顔で自分らしく生きていく社
会を実現するために、差別を自分のことと考え行動し
たいと思います。カナダのあの先輩のように…。
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前
号
に
続
き
、
長
崎
へ
の
ご

廻
米
輸
送
の
お
話
で
す
。

　
日
田
川
通
舟
の
開
発
（
区
間
・

竹
田
河
岸
（
現
・
日
田
市
隈
町
）

～
関
河
岸（
夜
明
け
発
電
所
付
近
））

が
希
望
の
誘
因
と
な
り
、
玖
珠
川

通
舟
開
発
へ
向
け
て
動
き
出
し
た

玖
珠
郡
の
庄
屋
た
ち
。
そ
こ
に
は

多
く
の
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
日
田
で
の
開
発
に
は
豪
商
に
よ
る
資
金
の

融
資
が
あ
っ
た
が
玖
珠
郡
は
農
民
達
の
自
己

負
担
で
あ
る
こ
と

一
、
日
田
川
開
発
に
比
べ
て
距
離
が
倍
以
上
に

長
く
、玖
珠
盆
地
の
下
流
部
に
魚
返
の
滝
（
三

日
月
の
滝
）
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
上
流
は
開

発
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と

一
、
魚
返
の
滝
よ
り
下
流
は
天
ヶ
瀬
渓
谷
で
、
こ

の
部
分
は
三
隈
川
の
勾
配
に
比
べ
、
急
勾こ
う
ば
い配

の

連
続
で
あ
り
、
加
え
て
川
の
中
に
あ
る
巨
岩
や

船
底
を
削
る
と
思
わ
れ
る
岩
盤
が
あ
る
こ
と

一
、
船
の
往
来
に
よ
り
川
底
が
削
ら
れ
て
水
位
が

下
が
れ
ば
堰
の
役
割
が
減
ず
る
と
豆
田
町
や

小お
か
せ
い
ぜ
き

ケ
瀬
井
堰
関
係
者
の
強
い
反
対
が
あ
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
に
開
発
に
は
大
変
難
工
事
が
予
想

さ
れ
ま
し
た
。

　

玖
珠
郡
側
は
、
打
開
策
と
し
て
や
む
な
く
井

堰
上
ま
で
の
通
舟
を
も
く
ろ
み
、１
８
３
６
（
天

保
６
）
年
、
再
度
「
願
上
書
」
を
上
納
銀
と
と

も
に
代
官
所
へ
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
小
ケ
瀬

井
堰
関
係
者
へ
も
玖
珠
郡
24
人
の
庄
屋
の
連
名

で
井
堰
乗
越
し
絶
対
不
可
侵
の
文
書
を
送
り
、

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
８
３
３
（
天
保
４
）
年
か
ら
数

年
に
及
ぶ
凶
作
も
重
な
り
、
開
発
へ
の
道
は
一

層
厳
し
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
玖
珠
川
開
発
願
い
が
出
さ
れ
て
14
年

の
歳
月
が
流
れ
た
１
８
４
５
（
弘
化
４
）
年
、

よ
う
や
く
一
歩
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

隈
町
に
あ
っ
た
玖
珠
郡
の
廻
米
集
荷
場
が
上
流

の
馬
原
村
塩
井
へ
移
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
か

ら
舟
運
を
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
御
公

儀
米
の
廻
米
と
い
う
名
分
と
、
長
い
間
玖
珠
郡

民
が
こ
の
井
堰
普ふ
し
ん請

の
手
助
け
等
に
尽
く
し
て

き
た
努
力
が
報
い
ら
れ
て
の
事
で
し
た
。
塩
井

は
１
８
２
６（
文
政
６
）年
に
開
発
さ
れ
た
日
田・

玖
珠
間
の
往
還
道
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
、
日
田

川
通
船
後
は
中
継
所
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
や
や
上
流
の
井
丈
と
い
う
場
所
で
し
た
。

　

玖
珠
三
日
月
の
滝
ま
で
と
い
う
当
初
の
計
画

は
井
丈
ま
で
に
終
わ
り
、
日
田
川
・
玖
珠
川
通

舟
区
間
は
約
23
㎞
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

山
坂
難
所
と
い
わ
れ
た『
な
ぐ
ら
坂・代
太
郎
峠・

月
出
山
坂
・
大
石
峠
』
の
険
路
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
、
日
田
・
玖
珠
川
通
舟
に
よ
る
輸
送
距

離
の
短
縮
は
労
力
経
費
の
軽
減
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。

玖珠川通舟「願上書」（部分）
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新刊・新着図書案内　～日中のポカポカ陽気が気持ちいい季節です。お出かけは、ぶらりと図書館へどうぞ♪～

雑誌のラインナップが変わります！

●児童図書・コミック
のっているのはだあれ？（大型絵本） 新井洋行
妖怪交通安全（大型絵本） 広瀬克也
はじめての日本のれきしえほん 溝口イタル
ひだりみぎ 新井洋行
おがけのかわをむいたら たなかひかる
まるがいいっ 林木林
宿題ファイター よしながこうたく
武器ではなく命の水をおくりたい 宮田律
意味がわかると怖い4コマ（1～3） 湖西晶
名作おんどく３６６   頭のいい子を育てる その他多数

●一般図書
荒地の家族（第168回芥川賞） 佐藤厚志
この世の喜びよ（第168回芥川賞） 井戸川射
お多福（新・知らぬが半兵衛18） 藤井邦夫
隠し船の館（口入屋用心棒49） 鈴木英治
刀伊入冠 葉室麟
耳の叔母 村田喜代子
掌に眠る舞台 小川洋子
審議官（隠蔽捜査9.5） 今野敏
こどものころにみた夢 角田光代
まぼろしの城 池波正太郎
君のクイズ 小川哲
罪の境界 薬丸岳
よき時を思う 宮本輝
会社であった泣ける話 石田空

春香る町から 心がほっとするちょっといい話 秋元定憲
＃真相をお話しします 結城真一郎
人生の滋味 池波正太郎
ショージ君、85歳。老いてなお、ケシカランことばかり 東海林さだお
三流シェフ 三國清三
人を追いつめる話し方心をラクにする話し方 ひきたよしあき
ごりやく歳時記 福運を招く１２か月の作法 桜井識子
泣ける日本史 教科書に残らないけど心に残る歴史 真山知幸
新説家康と三方原合戦 平山優
長谷川町子私の人生 長谷川町子
未来の年表業界大変化 河合雅司
人間における運とツキの法則 藤尾秀昭
トイレでハッピーになる３６６の言葉 ひきたよしあき
気高く生きる１００の知恵
母親になって後悔してる オルナ・ドーナト
はるあんのベストおやつ はるあん
ワタナベマキのいまどき乾物料理 ワタナベマキ
どうする？家族のメンタル不調 井上智介
７つの長生き整体 清水ろっかん
50歳をすぎて「最近、気力・体力が落ちた」と思ったら読む本 平澤精一
60歳すぎても「変わらないね」といわれるための100のこと
新型コロナウイルス「オミクロン株」完全対策ＢＯＯＫ 松本哲哉
まいにちの通園＆通学グッズ123点 
かぎ針編みのバッグ大全集 
地方移住で自分らしく暮らす
韓国ドラマ聖地巡礼 韓ドラ姉妹
四国八十八カ所をあるく   大人の遠足Book その他多数

　ほんの森3月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76－3888

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
（10時30分~11時）

　３月の担当グループは「プチトマト」の
みなさんでした。４月は「チームそらまめく
ん」（4/8 予定）のみなさんです。参加し
てくれたお友だちはキラキラシールを選んで
貼ってくださいね！

●「新型コロナ感染予防対策」を少しずつ緩和しています
　新型コロナの感染予防として、館内の座席数を半分にしていましたが、３/１４（火）からは通常に戻し、テーブルの
仕切り版も取り除くことにいたしました。とはいえ、カウンターのパーテーションや出入口の開放、返却本の拭き取りなど、
今後も皆さんに安心してご利用していただけるよう、図書館としてできることは引き続き取り組んでまいります。

▲おはなし会で読んだ本 ▲ 2 月おはなし会の様子

　最近、紙の雑誌を手に取られましたか？昨今の物価高騰により、雑誌も深刻な影響を受けています。以前と比べて
ずいぶんとページ数が減っていたり、月刊が季刊になったり、休刊してしまったり…。図書館の雑誌の貸出数も横ばい
から少し下がり気味に…。このままではいけない！いま、本気になって雑誌コーナーの魅力アップに取り組まなければ！と
いうことで、貸出状況や価格、発行間隔などをアレコレ比較検討した結果、下記の５誌の入れ替えを決定いたしました。
いまは、情報だけ欲しいのなら、ネット検索でこと足りる時代です。でも雑誌は、ひとつの情報を他と比べてくれたり、グッ
とくる写真がついていたり、違った切り口を見せてくれたり…とエンターテイメント性があります。雑誌だからこそ伝えら
れる魅力や大切なものがあります。これからも皆さまに楽しんでいただける雑誌コーナー作りを心がけてまいります。

●POPEYE（ポパイ）／月刊
　男性向けファッション誌
●母の友／月刊
　子どもに関わる人に向けた雑誌
●Mart（マート）／季刊
　主婦のための生活情報マガジン
●日経ヘルス／季刊
　女性向け健康情報誌
●現代農業／月刊
　農業や地域の総合実用誌

●men’s	FUDGE（メンズファッジ）／年10回
　男性向けファッション誌
●ESSE（エッセ）／月刊
　暮らしに役立つ生活情報誌
●LaLaBegin（ララビギン）／隔月刊
　こだわりのモノ＆ファッション誌
●PHPからだスマイル／月刊
　解説が分かりやすい健康情報誌
●やさい畑／隔月刊
　家庭菜園ですぐに役立つ実用情報誌

左
側
の
５
誌
が
右
側
の
５
誌
へ
と
順
次

入
れ
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
左
側
の
５

誌
も
２
年
間
は
棚
や
閉
架
書
庫
で
保
存

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
貸
出
を
ご
希
望

の
際
は
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
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●　暮らしの情報

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
に
伴
う

ホ
ー
ル
の
利
用
停
止
に
つ
い
て

　

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
左
記
の
期

間
、
舞
台
照
明
改
修
工
事
の
為
ホ
ー
ル
の

利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
利
用
停
止
期
間

　
６
月
12
日
㈪
～
８
月
31
日
㈭

　
※
工
事
進
捗
状
況
に
よ
り
変
更
の
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
７
６
‐
３
８
８
８
）

“
の
う
し
ん
”（
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
）の
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
及
び
除
外
を

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
に
つ
い

て
不
明
な
点
、
農
用
地
区
域
内
・
外
の

確
認
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
に
４
ヶ
月
以
上
要
す
る
の
で
早

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き　
４
月
20
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
会
議
室

■
内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６
‐
３
８
０
０
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き　
４
月
26
日
㈬

■
と
こ
ろ　

　
九
重
町
役
場	

１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
４
月
11
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き　
４
月
13
日
㈭　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容
　

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
４
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー　
小
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳
死

宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証

等
に
関
す
る
相
談　

③
相
続
問
題
に
関
す

る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　
令
和
５
年
５
月
12
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課　
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
７
６
‐
３
８
０
４
）

お
知
ら
せ

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給
付
の

請
求
期
限
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
出
産
や
手
術
で

の
大
量
出
血
の
際
に
、
特
定
の
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ゲ
ン
製
剤
や
血
液
凝
固
第
９
因
子
製

剤
が
使
用
さ
れ
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
方
へ
の
給
付
金
の
請
求
期
限
が

２
０
２
８
年
１
月
17
日
ま
で
延
長
し
ま
し
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暮らしの情報　●

５
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
科

　
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
設
備
技
術
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科

　
（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
・
企
業
実
習
付
）

■
募
集
期
間　

　
２
月
20
日
㈪
～
４
月
７
日
㈮

■
訓
練
期
間　

　
５
月
９
日
㈫
～
10
月
27
日
㈮

　
※
電
気
シ
ス
テ
ム
科
の
み
11
月
29
日
㈬

　
修
了

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

危
険
物
取
扱
者
試
験（
日
田
会
場
）

■
と
　
き　
６
月
25
日
㈰　
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

　
甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

■
願
書
受
付
期
間　

　
【
電
子
】
４
月
23
日
㈰
～
５
月
８
日
㈪

　
【
書
面
】
４
月
26
日
㈬
～
５
月
11
日
㈭

■
お
問
い
合
わ
せ　
（
一
財
）
消
防
試
験

　
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

■
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

■
受
付
期
間

　
４
月
24
日
㈪
～
５
月
１
日
㈪

■
受
講
料
　
７
，
０
０
０
円

■
定
　
員
　
85
人

■
申
込
方
法　
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
、
ま
た
は
受
講
申
請
書
に

よ
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
込
み
。
詳
し
く

は
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
）

令
和
５
年
度
前
期
技
能
検
定
試
験

　
技
能
検
定
は
、
働
く
人
達
の
持
って
い
る

技
能
を一定
の
基
準
に
よ
り
検
定
し
、
こ
れ

を
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
制
度
で
す
。

■
申
請
書
受
付
期
間　

　
４
月
３
日
㈪
～
４
月
14
日
㈮

■
実
技
試
験
実
施
期
間

　
６
月
６
日
㈫
～
９
月
10
日
㈰

■
学
科
試
験
実
施
日

　
７
月
９
日
㈰
、
８
月
20
日
㈰
、

　
８
月
27
日
㈰
、
９
月
３
日
㈰

■
技
能
検
定
実
施
職
種

　【
１・２
級
】
32
職
種
53
作
業　

　
【
単
一
等
級
】
２
職
種
２
作
業

　
【
３
級
】
11
職
種
14
作
業

　
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
）

加
わ
り
ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
３
月
１

日
分
か
ら
変
更
後
の
保
険
料
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
令
和
５

年
４
月
分
の
保
険
料
率
か
ら
変
更
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会

　
（
協
会
け
ん
ぽ
）
大
分
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
７
３
‐
５
６
３
０
）

令
和
５
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病

予
防
検
診
等
の
自
己
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す

・
一
般
健
診
の
自
己
負
担

　
最
高
５
，
２
８
２
円

　
（
令
和
４
年
度
ま
で
最
高
７
，１
６
９
円
）

・
付
加
健
診
の
自
己
負
担

　
最
高
２
，
６
８
９
円

　
（
令
和
４
年
度
ま
で
最
高
４
，８
０
２
円
）

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
自
己
負
担
も
同
様

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会

　
（
協
会
け
ん
ぽ
）
大
分
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
７
３
‐
５
６
３
０
）

試
験·

講
習
会

防
災
管
理
新
規
講
習

■
と
　
き　
６
月
14
日
㈬

た
。
ま
た
、
劇
症
肝
炎
に
罹
患
し
て
亡

く
な
っ
た
方
に
対
す
る
給
付
金
の
額
が
引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
国
を
被

告
と
し
た
訴
訟
の
提
起
等
が
必
要
で
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
県
内
の
保

健
所
も
し
く
は
医
療
機
関
で
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
関
し
て

　
大
分
県
福
祉
保
健
部
感
染
症
対
策
課

　
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後

　
５
時
15
分（
土
日
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
７
９
）

・
給
付
金
支
給
に
関
し
て

　
（
独
）
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
（
☎
０
１
２
０
‐
７
８
０
‐
４
０
０
）

協
会
け
ん
ぽ
大
分
支
部
の
加
入
者

の
皆
さ
ま
へ
～
保
険
料
率
改
定
～

　
令
和
５
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か

ら
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

■
健
康
保
険
料
率

　
【
大
分
支
部
】
10
．
20
％

　
（
令
和
５
年
２
月
分
ま
で
10
．
52
％
）

■
介
護
保
険
料
率

　
【
全
国
一
律
】
１
．
82
％

　
（
令
和
５
年
２
月
分
ま
で
１
．
64
％
）

※
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、
労
使

折
半
と
な
り
ま
す
。

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）
に
は
、
健
康
保
険

料
率
に
全
国
一
律
の
介
護
保
険
料
率
が
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『令和５年 春季全国火災予防運動 』
問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句万

葉
人
の
食
文
化
は
「
万
葉
集
」
に
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
を

読
む
と
こ
の
句
の
共
感
度
も
倍
増
し
ま
す
。
下
五
で
万
葉
人
に

な
り
き
っ
て
い
る
作
者
の
姿
を
想
像
で
す
。

啓
蟄
は
「
春
の
季
語
」
で
地
中
の
虫
が
み
な
動
き
、
戸
を
啓

き
て
初
め
て
出
て
く
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
中
七
に
作
者
の

優
し
さ
故
の
戸
惑
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

煮
魚
を
一
晩
お
く
と
魚
ご
と
煮
汁
が
固
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を

煮
凝
り
と
い
い
ま
す
。
中
七
の
フ
レ
ー
ズ
で
旨
み
が
倍
増
で

す
。
無
駄
の
な
い
一
句
で
す
。 　

「
土
筆
」
は
春
の
季
語
。

　

堤
や
畦
、
野
原
な
ど
に
群

が
っ
て
生
え
る
。

　

筆
の
よ
う
に
愛
ら
し
く
春

の
摘
草
で
は
人
気
が
あ
る
。

　

土
筆
の
子
は
た
し
か
に
首

だ
け
出
し
て
誰
か
を
探
し
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。

若
菜
摘
万
葉
人
の
気
分
か
な

花
貝
や
恋
ま
だ
知
ら
ぬ
十
五
歳	

ト
シ
子

吾
も
ま
た
卒
親
宣
言
春
立
つ
日	

春　

蘭

デ
ザ
ー
ト
は
春
の
香
り
を
包
む
パ
イ	

直　

人

飛
魚
の
飛
距
離
を
伸
ば
す
春
の
色	

豊　

國

級
友
の
今
も
い
そ
う
な
さ
く
ら
坂	

律　

子

強
面
の
君
の
笑
顔
や
春
来
た
り	

好　

美

春
め
く
や
鏡
に
花
柄
ワ
ン
ピ
ー
ス	

八
千
子

道
真
忌
村
に
も
古
き
天
満
宮	

桐　

友

マ
ス
ク
か
ら
リ
ッ
プ
へ
変
わ
る
弥
生
か
な	

重　

吉

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
大
黒
柱
の
友
が
逝
く	

干　

城

冬
日
向
笑
い
上
戸
に
泣
き
上
戸	

末　

子

泉
水
の
山
い
っ
ぱ
い
の
黄
菫
よ	

恵　

子

ぱ
く
つ
く
や
片
手
に
持
っ
た
恵
方
巻	

勝　

子

競
い
合
う
春
本
番
の
志　

	

泉　

渓

一
里
塚
踏
み
と
ど
ま
り
て
木
の
芽
吹
く	

チ
ズ
子

寒
晴
れ
や
三
代
の
衣
干
さ
れ
あ
り	

ヨ
ウ
子

ぽ
つ
ぽ
つ
と
昨
日
よ
り
今
日
梅
白
し	

純　

子

老
二
人
雛
人
形
と
ひ
と
つ
屋
根	

左
世
美

春
の
霧
壁
の
向
こ
う
に
身
を
委
ね	

ム
ツ
子

春
浅
し
犬
の
好
ま
ぬ
男
客	

良　

子

紅
梅
の
香
に
包
ま
れ
て
点
茶
か
な	

文　

子

啓け
い
ち
つ蟄
や
未
だ
鍬
入
れ
せ
ぬ
畑

煮に
こ
ご
り凝
も
や
が
て
解ほ
ど

け
し
朝
の
膳

土
筆
の
子
首
を
伸
ば
し
て
だ
れ
を
待
つ　

	

冨
田	

一
主

林　

香　

澄

井
上　

則
子

佐
藤　

次
江

土つ
く
し筆

（
後
記
）
俳
句
は
、
具
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
い
う
よ
り
蕎
麦
の
味
で
し
ょ

う
か
。つ
ゆ
に
含
ま
れ
た
深
い
味
わ
い
を
想
像
で
き
る
か
ら
。多
く
を
言
わ
ず
に
、

今
月
も
格
調
溢
れ
る
句
が
揃
い
ま
し
た
。「
読
者
俳
句
」も
益
々
の
賑
わ
い
で
す
。

▽
寒
か
っ
た
一
月
、
二
月
、
よ
う
や
く
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。
三
月
で

令
和
四
年
度
も
終
わ
り
、
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
が
、
来
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご

投
稿
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。	

（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

四
月
号
の
締
め
切
り
は
二
月
二
十
五
日（
火
）で
す
。

二
月
号
お
詫
び
と
訂
正

「
早
梅
の
一
輪
曇
り
が
ら
す
硝
子
か
な
」は
入
力
ミ
ス

「
早
梅
の
一
輪
曇
り
硝
子
か
な
」に
訂
正
で
す
。

時 記歳

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
一
席

　
二
十
一
席

　３月１日から７日まで、春季全国火災予防運動が実
施されます。この時期は空気が乾燥し火災が発生する
危険性が高まることから、火災予防啓発のため毎年こ
の運動がおこなわれています。
　また、この時期は地ごしらえや害虫駆除を目的とし
た火入れ等が頻繁におこなわれますが、火の取り扱い
を誤ったために火災に発展したというケースも多く見受
けられます。
　実際に他の町では、火入れを行っていた高齢の作
業者が炎にまかれ死亡するという事故が発生していま
す。事故発生日は、平均風速が約５ｍ、乾燥注意報
が発表されていました。この気象条件の場合、一般

的に火は秒速１．３ｍ程度の速さで拡がっていきます。
このスピードは６０歳代半ばの方が普段歩くスピードと
同じくらいの速さです。
　もしあなたが、山の中の傾斜地や草木の生い茂った
場所で火入れ作業を実施中に、火に取り囲まれそうに
なった時、安全な場所まで避難することが出来ますか？
いつもやっているから、大丈夫だろうという慢心が最悪
の事態につながるかもしれません。
　火入れ等の作業をする際には、事前に届出を行い
実施前には避難経路や消火方法の確認を行うととも
に、当日の気象情報を確認し安全に行うようにしてくだ
さい。

こちらこちら
119番119番
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 編 集 後 記
　３月、４月は年度替わりの時期で、入学式、
卒業式などに取材で参加させていただいて
います。
　この年度替わりが４月の理由ですが、一説
によると昔は税金の大半は農家がお米を売っ
たお金によるものであり、秋に収穫したお米
を現金に換えて納税が行われ、それを基に
国や地方は予算を編成していました。その会
計年度の時期が４月に切り替えるのが都合が
よくそれに合わせて４月が年度の切り替わり
となっていったみたいです。
　この編集後記を書きながら、異動内示に
どきどきしています。	 T.E　

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。
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月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
3 月 19 日 北 山 田 クリニック 北山田 73-2030  3 月 19 日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305

21 日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  21 日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
26 日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  26 日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148

4 月 2 日 麻 生 消 化 器 科 内 科 山 田 72-7100  4 月 2 日 吉 武 歯 科 医 院 玖珠町 72-0615
9 日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 78-8811  9 日 中 村 歯 科 医 院 日田市 0973-23-2228

16 日 井 上 医 院 恵 良 76-2711  16 日 は た の 歯 科 医 院 日田市 0973-22-7736
23 日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  23 日 玉 井 歯 科 医 院 九重町 76-2018
29 日 友 成（ 塚 脇 ） 医 院 塚 脇 72-0330  29 日 井上歯科医院（日田） 日田市 0973-22-3305
30 日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167 30 日 伊 藤 歯 科 医 院 日田市 0973-24-5700

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　
町の木／くぬぎ　　
花／ミヤマキリシマ　　
鳥／カッコウ

３月生まれ

酒
さけみ
見	顕

あきまさ
匡	さん

（保護者：酒
さけみ
見	博

ひろふみ
文）

２歳竹
たけお
尾	美

み お
桜	さん

（保護者：竹
たけお
尾　渉

わたる
）

３歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問	企画調整課 ( ☎ 76-3807)

４月がお誕生日のお子さん
：３月２７日（月）

５月がお誕生日のお子さん
：４月２４日（月）

応募締切

人 の 動 き
2 月 1 日～ 2 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,667 人 （-38）
男 4,172 人 （-26）
女 4,495 人 （ - 1 2 ）

世帯 3,862 （-11）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

高
た か せ

瀬　 來
き お

央 女 善
よ し ゆ き

征 豊後中村住宅
髙
た か の

野　 嘉
が く

琥 男 正
ま さ よ し

義 青山通り

おめでとうございます
弔慰

（敬称略）
お悔やみ申し上げます

おなまえ 年齢 行政区
麻
あ そ う

生 ヤス子
こ

８８ 見 留
今
いまなが

永　 淺
あ さ き

樹 ９６ 北恵良二
梅
う め き

木 フジ子
こ

８０ 中村中一
甲
か い

斐　 英
ひでゆき

幸 ６４ 無田中一
左
さ と う

藤　 末
す え お

男 ９１ 後 河 内
佐
さ と う

藤　 時
と き え

枝 ８６ 後 野 上
白
しらいし

石　 勝
か つ ま

馬 ９２ 北恵良一
武
た け い し

石　　 林
はやし

９２ 甘 川 水
平
ひ ら や ま

山　　 隆
たかし

８５ 栗 原
㠶
ほ あ し

足　 保
やすのり

德 ７８ 川 西 三
宮
み や の

野　 敏
と し お

夫 ８４ 南 恵 良
矢
や の

野　 隆
たかゆき

幸 ９２ 筋 湯
矢
や の

野 ヤヱ子
こ

８８ 筋 湯
吉
よしみつ

光　 岩
い わ み

美 ８６ 菅原本村

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.2 月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 8 8
野 上 10 10
飯 田 1 1 2 38 40
南山田 4 2 22 24

計 1 5 4 78 82
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